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岡 秀夫という、英語教育学がご専門で、東京大学の教授をしておられた平田高校出身の先生

が帰省される度にお話を伺った。この方は東京大学の英語の「授業改革」の中心を務められた先

生で、現在、目白大学教授、東京大学名誉教授である。ご著書も多い。奥様はドイツ人で、ご自宅

では英語、ドイツ語、日本語が飛び交う。本当にきさくな先生で、東大の英語のことは全部この先

生から教えてもらった。島根県出身の東大生をかわいがってくださり、北高の先輩達もずいぶん

お世話になったものだ。ダンディでいつも蝶ネクタイでビシッと決めておられた。 

 夏休みに多くの卒業生が顔を見せてくれたが、毎年のことながら、共通していたのが、「英語の

授業がつまらない！」ということ。「高校時代の方がもっと難しくてやり甲斐があった」とのこと。予

習などは全くしていかなくても、始まる5分前にちょこっとテキストに目を通しておけば大丈夫。あ

るいは、英語はTOEIC資格の勉強なので、全部コンピュータを相手にやっているとのこと。先生から

質問を受けることもほとんどないという。北高の英語授業のレベルの高さが分かったと振り返る。 

 ここで面白い雑誌を紹介する。『AERA English』（朝日新聞出版）の今月号（１０月号）の特集

が「大学で磨く 使える英語」だ。大学でどんな授業をしているかが詳しくレポートされている

ので、英語志望の人は参考にされたい。この雑誌は英語の勉強に役に立つのでオススメ。 

 そんな中にあって、唯一「英語の授業が大変だ！」というのが東京大学だ。どれくらい大変なの

かを卒業生に生レポートしてもらった。よ～く読まれたい。本当に大変だという様子が手に取るよ

うにわかるハズ。東大は「情報発信のための道具」としての英語力を磨く、という一貫した信念

が貫かれている。入試問題にもそれはハッキリと見て取れる。京都大学との違いはここにある。

 

 東京大学理科2類  小峰瞳子 

 

 東大の授業内容は幅広い分野に渡っており、様々な種類の授業があり

ます。ここでは、英語の授業について紹介しましょう。 

 英語には、英語Ⅰ、英語二列、そしてALESSとがあります。 

 英語Ⅰには、①授業が全て日本語で行われる通常クラス、②授業が全

て英語で行われるEnglish‐Onlyクラス、③主に教材のリスニングを練

習するリスニング重視クラスの３つに分かれており、②または③には希

望者のみが振り分けられます。③はリスニングを主に行うので、教材の

内容にかける時間は他の２つに比べれば少ないですが、①と②ではやる

ことはほぼ同じです。私は②のクラスで授業を受けていました。 

 教科書は、私達一年生は「On Campus」を使用しています。授業は

毎週一課ずつ進みますが、予習してくることが前提です。まず教授がそ

の課の主旨を説明され、その課の内容に関する問題が載ったプリントが

配られます。問題は「Text Questions」と、「Video  Questions」に分

かれています。「Text Questions」は教科書の内容把握問題で、Video 
Questions」は、その課の内容に合わせて英語Ⅰ担当教員によってオリ

ジナルに作られたビデオを見てから解く、ビデオの理解度確認問題で

す。最後に、「Open Question」というセクションがあり、英語で提示

された質問に対して英語で自分の意見を書きます。そのプリントは提出

し、次の週に英作文の添削がなされて返ってきます。 

 次に、英語二列とALESSについてですが、文系は全員英語二列を履修

し、理系は両方を一学期間ずつ履修します。一学期と二学期でどちらを

履修するかはクラスによって異なります。私のクラスは、一学期は

ALESSでしたので、ここではALESSの授業について紹介します。 

 ALESSでは、１クラスは10人程度で、授業が全て英語で行われます。

各自簡単な科学実験を選び、その実験を実行し、論文を英語でまとめる

という内容です。論文の各セクション（Introduction, Method, Results, 
Discussion）の書き方は授業で説明され、毎週１セクションずつ書いて

くるという宿題が出されます。書いてきたものは次週に、ペアで添削し

合う「Peer Review」を行い、お互いの論文の完成度を高めます。最終

の授業日には、各自の実験のプレゼンテーションをします。 

 以上が東大の英語の授業の概要です。少しでも参考になれば幸いです。 

 被害にあわれた人たちその関係者のひとたち、その悲しみ、つ

らさが想像を遥かに超えて伝わってきて。テレビに映るみんなの

顔を見るたびに胸が詰まります。 

 みんな、家族と自分を大切に守って

ください。近くの人と支え合ってくだ

さい。 

 そしていつか、きっと、笑顔で会える

その日まで、一緒にがんばりましょう。 

            小田和正拝 

※図書館に置いてある

『AERA』９月５日号に最

新インタビューあり。ぜ

ひ読んで！泣けるヨ！！ 

 最新の｢センター試験英語対策本２０１２」が好評であ

る。松江南高校の３年生は全員購入してくれた。米子東高校、

出雲高校補習科、大東高校、横田高校、津和野高校、北海道

大麻高校、愛知五条高校、神奈川向上高校、京都洛南高校、

岡山金光学園、岡山芳泉高校、宮崎日南高校、等、数々の高

校で一括購入してもらっている。１日に１２００冊の発送作

業（封筒書き、袋詰め、切手貼り、梱包、郵便局通い）をし

た時にはさすがに体調不良を起こしダウンした。今回で１０

回目の改訂を迎えた訳だが、毎回大赤字を

出しながらも、なぜこんなことに頑張れる

のか？というと、「喜んでくれる人がいる」

｢待っていてくれる人がいる」からである。

人を喜ばしておくと、後で必ず自分に返っ

てくる！長く生きた者にしか分からない

実感である。今日も八幡はせっせと郵便局に通う。  
 

 今回、全国の先生方からいただいた感想などを紹介する。  

 パラパラめくった所、思わず読みいってしまいます。（Ｋ先生） 

 先生の生徒を思う心に限界は無く、版を重ねる毎のグレードアップには本当に頭が  

下がります。今後のご活躍を心よりお祈りし、また、新版を楽しみにしております。（Ｏ先生） 

 中身が更に充実していて、ビックリです。（Ｈ先生） 

 先生が精魂傾けて作成されたこの本に感謝です。その上、ところどころにユーモラ

スな表現があり、思わず笑ってしまいます。本当にありがとうございました。（Ｓ先生） 

 このようにエネルギッシュにお仕事をしていらっしゃる先生に、励まされて元気をいた

だいております。先生の御本をもとに、受験生の後半の指導を頑張っていこうと思いま

す。（Ｎ先生） 

 いつものことながら、すばらしい出来だなあと感心しております。（Ｆ先生） 

 わかりやすく盛りだくさんな内容で感動いたしました。細やかな気配りが随所にあっ

て、生徒さんへの愛情が感じられました。先生の今までの御経験と御指導からまとめられ

たものを、このように見せていただけるとは、本当にありがたいことだと思います。（Ｍ先生） 

 本を拝見して参考になるところばかりで、実際に先生の授業をみられたらどんなに

よいかと思いました。（Ｎ先生） 

 充実した内容でビックリしました。（Ｓ先生） 

 本校の英語科教員も私も、先生の魂のこもった対策本にただ圧倒されるばかりで

す。（Ｈ先生） 

 あまりの充実ぶりに驚嘆の一言です。しっかりと勉強させていただきます。（Ｋ先生） 

 こ みね  とう こ 

買った人は

よく読んで

頂戴ネ！ 

学園祭お疲れさん！ 

Ｒ出し物良かったヨ！ 



 日本電産の代表取締役社長の永守重信さんに『人を動かす人になれ！』

（三笠書房、¥1333）という名著がある。その昔八が感銘しながら読んだ箇所を

紹介する。本を読むときには赤ペンを持って、線をどんどん引きながら読むの

だが、この本は真っ赤かになってしまった。それぐらい参考になる本だった。 

 
 今から２０年ほど前の話だ。偶然私はある高名な経営コンサルタントに巡り合うことができたので、その先

生に経営指導を打診してみた。すると、「引き受けるか、引き受けないかは、あるチェックをさせて欲しい」と

回答があり、しばらくして「何月何日の朝７時に伺う」という連絡があった。そんなに早い時間から何をチェック

されるのか、不思議に思っていると、約束の時間からずっと工場の門の前に立ち、社員がどういう順番に、

いったい何時頃に出社してくるのかを観察されていた。 

 理由を尋ねてみると、「社員の出勤時間の遅い会社はいくら熱心に指導してもよくならない。不良品や在

庫を抱えていても、それすら改善することができない」とのことだった。私は早速データをとってみた。そうす

ると、出勤時間の遅い社員は総じて仕事の成績がよくない。出勤時間ギリギリに寝ぼけ顔で飛び込んでくる

社員、遅刻しているのに平然と会社の門をくぐるような社員はまずロクな仕事をしていないことがわかった。 

 物事の成否は、案外ささいな心がけで決まるものである。そんな心がけの一つが「休まず、遅れず」とい

うことだ。例えば、何らかの事情があって遅れる、あるいは休む。そうなると仕事を与えようとしていた上司の

信頼を失い、チャンスを逃すことになる。客先からの注文であれば他社に回ってしまうかもしれない。 

 私は日頃から「夜２時間遅くまで残業をしている人よりも、朝３０分早く出社する人を重視する」 「よく休

む人は信頼も期待もできない」と社員によく話すが、これは小さな心がけが思わぬ成果に結びついたり、逆

に致命傷にもなりかねないことを身をもって体験してきたからだ。 

 心がけという表現をしたが、正しくは「心の余裕、ゆとり」と言った方がいいのかもしれない。何事において

もパーフェクトにできる人間はいない。だが、わずかでも心に余裕があれば行動を起こす前に、確認もれは

ないか、手抜かりはないかを確かめてみることができる。ところが、こうしたゆとりがなくていつもギリギリの状

態で物事を進めていると、小さなミスもどんどん膨らんでいく。仕事に取り組んでいく上で、この差は非常に

大きい。                             （下線・太字は八幡） 

 

これにつけて思い出す先生がいた。八が以前勤務していた学校で、朝早く

６時５０分頃に出勤する新採用の女性の数学の先生がいた。生徒がどんどん

質問に来る。生徒の悩みを聞いてあげている。朝の１時間をそんな風にして

毎日過ごしている彼女を間近に見ながら、八は心の底から応援をしていた。

教えているクラスの数学の成績、担任のクラスの総合成績も抜群だった。当

然である。子供たちが朝早くからやって来て、苦手な数

学を克服しようと必死になっているのだから。中には

やっかみ半分に「エーカッコシーだ」と批判をする先生

もいたが、八は「じゃあ、あなたご自分であの真似がで

きますか？」と聞くことにしていた。口先ばかりで行動

のできない人が多いのは、どの世界も同じである。おそ

らく今日も彼女は朝７時に生徒と一緒に問題を解いてい

るはずである。生徒の信頼もあつく慕われていた。八は

松江を離れる際に、彼女に「あむーる」数年分を製本し

て渡して喜んでもらった。  

  

彼が社長をしている日本電産では、新入社員を採用すると

きの基準を「情熱・熱意・執念」の三大精神に求める。一流

大学を出た人を取ることはしない。入社試験も風変わりだ。

「早飯試験」「大声試験」「便所掃除試験」など世間から顰

蹙を買うような試験を課すユニークさ（でもちゃんと裏付け

はあるのだ！）。引き続き同書から八の注目を引いた部分を

紹介する。いいことを言っている。注目！！  

 
■私は「運」の活かし方には公式があると思っている。その代表的な

ものが本書で繰り返し述べていこうと思う「先憂後楽」の精神だ。目

の前にいくつも仕事が山積みになっている。できれば明日に回してし

まいたい。そこで、楽をとればやはり大きなチャンスを逃してしまうこ

とになるだろう。 

■壁にボールを投げた時に、勢いがよければボールも勢いよく跳ね

返ってくる。弱ければ力のないボールしか返ってこない。上司と部下

の心と心のキャッチボールも理屈は同じだ。まず、自分を磨いて鍛え

直し、大きな愛情を持って指導を行う。これに意気を感じた部下が

期待に応えてくれるのである。自分が投げた力以上のボールが

返ってくることはない。 

■失敗は必ず解決策を一緒に連れてくる。 

■普段の小さなミスや失敗を見逃しておくから、やがて致命

的な失敗が起こるのである。*これも経営者や管理者が人を動か

す上で、肝に銘じておかねばならない重要なポイントである。 

■「ウサギとカメ」の話がある。足の速いウサギとのろまなカメが駆

けっこをして、油断したウサギが途中で眠ってしまい、休みなく歩み続

けたカメが追い抜いて勝利した、という誰でもご存じの物語だが、現

実にはウサギが眠っているときに同じように眠ってしまうカ

メが大多数なのだ。だから、人を動かすにしても、動かす前に「怠け

るカメ」を「怠けないカメ」にしておかなければ徒労に終わってしまう。 

■厳しさの中にこそ、より深い愛情がある。 

■上司から叱られない社員は三流以下、一日に五回叱られてやっと

二流、十回叱られるようになって初めて一人前の口を利いてもよろし

い。              *「ハインリッヒの法則」を知っていますか？ 
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領
だ
。
掲
げ
た
創
業
精
神
は
、「
努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
」
。

休
む
の
は
正
月
の
朝
だ
け
。
毎
朝
６
時
５
０
分
に
出
勤
し
、
最
低
で
も
１
２
時
間
働
く
。
社
員
か
ら
届
く

事
務
報
告
な
ど
の
メ
ー
ル
は
一
日
３
０
０
通
以
上
。
土
・
日
曜
日
に
も
海
外
ス
タ
ッ
フ
か
ら
５
０
０
通
の

メ
ー
ル
が
届
き
、
と
き
に
は
、
自
宅
の
風
呂
場
に
携
帯
電
話
を
持
ち
込
ん
で
、
幹
部
と
話
し
込
む
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。 

 

ウ
ソ
の
よ
う
な
本
当
の
話
。
３
年
前
、
長
年
連
れ
添
っ
た
夫
人
が
思
い
詰
め
た
表
情
で
永
守
に
迫
っ

た
。
あ
な
た
、
お
願
い
だ
か
ら
、
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
―
―
。 

 

「
知
り
合
い
の
医
者
に
言
わ
れ
た
ん
だ
よ
。『
あ
な
た
の
旦
那
さ
ん
は
絶
対
に
、
麻
薬
を
や
っ
て
い
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
ん
な
働
き
方
は
で
き
な
い
』
と
」 

 

永
守
に
ク
ス
リ
は
い
ら
な
い
。
全
力
投
球
が
自
然
体
な
の
だ
。「
経
営
者
は
自
然
体
が
い
ち
ば
ん
い
い
。

社
員
に
対
し
て
も
お
客
さ
ん
に
対
し
て
も
、
誰
に
会
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
つ
ね
に
全
力
投
球
」
。
「
楽

し
い
の
は
、
会
社
が
大
き
く
な
る
こ
と
、
新
し
い
社
員
が
入
っ
て
く
る
こ
と
、
買
収
し
た
会
社
を
再
建
す

る
こ
と
」
。
永
守
は
、
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
も
社
長
業
も
、
心
の
底
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
８
年
、
そ
の
永
守
が
ど
ん
底
に
た
た
き
落
と
さ
れ
た
。
「
ア
カ
ン
。
会
社
が
潰
れ

る
か
も
し
れ
な
い
…
」
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
勃
発
で
あ
る
。
景
気
の
変
動
を
モ
ロ
に
受
け
る
情
報
機

器
向
け
の
モ
ー
タ
ー
を
主
力
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
烈
だ
っ
た
。
「
売
上
高
が
ド
ー
ン

と
半
分
に
な
っ
た
。
計
算
す
る
と
、
毎
月
１
０
０
億
円
の
赤
字
が
出
る
。
３
年
ぐ
ら
い
は
こ
の
状
態
が
続

く
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
ア
ウ
ト
。
３
６
年
間
や
っ
て
き
た
会
社
が
、
つ
い
に
パ
ー
や
」 

  

こ
こ
で
永
守
の
母
の
登
場
で
あ
る
。
母
タ
ミ
は
永
守
の
人
格
形
成
に
お
い
て
、
決
定
的
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
永
守
は
母
の
寝
顔
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
家
族
の
誰
よ
り
も
早
く
起
き
て
、
誰
よ
り
遅
く
寝

た
。
貧
乏
で
苦
し
ん
だ
が
、
近
隣
の
田
畑
を
買
い
、
地
元
で
有
数
の
地
主
に
な
っ
た
努
力
の
人
だ
っ
た
。

日
本
電
産
の
社
訓
（
「
情
熱
・
熱
意
・
執
念
」
「
知
的
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
」
「
す
ぐ
や
る
、
必
ず
や
る
、
で

き
る
ま
で
や
る
」
）
も
、
す
べ
て
が
母
の
教
え
か
ら
き
て
い
る
。
母
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。 

 

起
業
を
決
め
た
と
き
、
タ
ミ
は
猛
反
対
し
た
。
了
解
を
求
め
て
必
死
に
食
い
下
が
る
永
守
に
、
母
は
最

後
に
言
っ
た
。
「
会
社
を
起
こ
す
な
ら
、
人
の
倍
働
く
か
。
倍
働
か
な
い
と
、
成
功
で
き
ん
よ
。
人
並
み

に
働
い
て
成
功
な
ん
て
絶
対
に
な
い
」
と
。 

 

こ
れ
や
。
こ
れ
し
か
な
い
。
母
親
の
教
え
に
戻
る
の
だ
！
緊
急
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
が
突
如
、
浮
か
ん
だ
。

生
産
性
を
２
倍
に
し
、
損
益
分
岐
点
を
大
幅
に
引
き
下
げ

て
、
売
上
高
半
減
で
も
黒
字
を
出
せ
る
体
質
に
変
え
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
売
上
高
が
ピ
ー
ク
時
水
準
に
回
復
し
た
暁

に
は
、
利
益
が
倍
増
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
、
２
倍
働

こ
う
。
途
方
も
な
い
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
そ
う
や
っ
て
こ

の
危
機
を
乗
り
切
っ
た
。 

 

目
標
と
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
あ
ま
り
に
も
高
い
と
こ
ろ

か
ら
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
柳
井
正
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義

と
３
人
で
、
「
ホ
ラ
吹
き
三
兄
弟
」
と
し
て
業
界
の
敬
愛

と
注
目
を
浴
び
る
人
物
で
あ
る
。
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を

参
考
） 

（
下
線
・
太
字
は
八
幡
）

 

            ～八幡先生が朝早く来る理由はココにあった！！？～  


